
花いっぱい運動 

三嶋 秀恒（松戸市） 

家の隣には小金交番があり、子どもの頃はよ

く遊びに行って、お巡りさんからリンゴをもら

った思い出があります。交番が建て替えられる

際、署長さんとのお話の中で「花壇を作りまし

ょう」ということになり、松戸市みどりと花の

課に花苗の配布を申請し、近隣の皆さんと 

「小金花ボランティアの会」を結成して、定植

作業を行っています。通りを行き交う方々に 

四季折々の花で少しでも癒しを感じていただけたらという思いで続けています。 

松戸市では、花づくりを通じて地域にうるおいのある環境を育む「花いっぱい運動」を

進めています。市は花壇の整備支援や花苗の配布を行い、市民の有志が花壇の維持管理を

担うことで、街全体を花で彩る取り組みです。自治会・町内会・商店会・学校・企業など、

100を超える花壇愛護団体に配布：今年の生産本数 63,000 本、内 市民団体向け 55,500 本

の花苗を配布しています。苗づくりには専門的な知識と多くの作業が必要なため、市の育

苗圃が発芽から育成、病害虫管理までを行っています。市民は育てられた苗を花壇に植え

ることで、安定して美しい花を咲かせることができます。 

金ケ作育苗圃やゆいの花公園は、「花のまちづくり」を支える拠点であり、松戸花壇づ

くりネットワークの活動場所にもなっています。ここでは花壇用の苗の生産に加え、春に

は花づくり体験講習会も開催されます。また、野草園・ハーブ園・生垣見本園なども整備

されています。 

毎年 4 月 29 日（昭和の日）に開催される「緑と花のフェスティバル」は、花壇づくり

団体が活動成果を紹介し、他団体と交流できる緑化イベントで、今年で 35 回目を迎えま

す。さらに、育苗圃では 8 月上旬にアサガオ展を開催しています。アサガオは午前 7 時〜

9 時頃が最も美しい時間帯で、気温が上がると花がしぼむ性質があるため、早朝の展示は

まさに最適です。光の角度によって花色が変わって見えるのも魅力です。変化アサガオは、

斑入り（白い模様）、吹き掛け絞り（絵の具を散らしたような模様）、切れ込みのある花び

ら、星形・丸形・フリル状など、多彩な表情を見せます。同じ株でも日によって違う姿を

見せることもあります。大輪アサガオは直径 20cm 近い花を咲かせ、朝の光を透かすとラ

ンプシェードのような美しさです。色も紺・紫・桃・水色・白など豊富で、並んだ姿は圧

巻です。仕立て方（行灯仕立て、垂れ仕立て、棚仕立て、盆栽風など）によって雰囲気が

大きく変わるのも面白いところです。金ケ作育苗圃は緑が多く、朝の空気が澄んでいるた

め、アサガオの鮮やかさがより際立ち、散策するだけでも心地よい時間を過ごせます。 

小金交番 5 月の花壇 



変幻自在さつきの枝変わり 

サツキは中部地方以西の渓谷に自生するツツジの一種です。1970年代にサツキ盆栽が大流行して、交配に

よる新品種が続々と誕生し続けていますが、多くの品種の中には交配によらず枝変わりを発見して増殖したも

のもあります。枝変わりとは植物の生長点で突然変異がおこることによって、ある枝だけがその個体が持つ本

来の遺伝的形質とは異なる葉・花・果実などが生じる現象で、花木や果樹の新品種作出に貢献しています。 

我が家の盆栽棚からサツキにおける枝変わり品種コレクションの一例を紹介します。   佐倉市 坂本文雄 

  

晃山 江戸時代から続く原種 淡ピンクの単色 如峰山 晃山の枝変わり 覆輪花に変化 

  

日光 晃山の枝変わり 紅花が混じる 光の司 日光の枝変わり 剣状細弁に変化 

  

日の丸 日光の枝変わり 底紅花に変化 幸の華 日光の枝変わり 深切れ極細弁に変化 

  



映画作品と生物多様性  ※写真はいずれも関連サイトより。  

 

１ 『スターウォーズ マンダリアンアンドグローリー 公開初日でした！』    

SF アクションスペクタクル映画と言えば良いの

でしょうか？実に壮大、豪快、そして爽快でした。そ

して、ナント公開初日でした！ 

筆者の世代としては、若かりし頃観た、西部劇のよ

うに、日本の時代劇映画のように、はたまた 009ジ

ェームズボンドのように、言葉少なで超アクティブ

な主人公が、とてもカッコ良かったです。 

ところで、内容詳細については、関連サイトや映画

館で観ていただくとして、同作品を観ていて印象深

かったのは、広く壮大な宇宙（銀河系）を舞台にした

内容でありながら、森の中での場面、描写がとても緻

密でリアルだったことです。かつて読んだ WWF ジ

ャパン（2019.年）の「人類は、自分が暮らすこの地

球という星に、どれくらいの種数の生物が生きてい

るのか、ということよりも、宇宙にどれだけの星があ

るか、という事の方を、よほどよく知っている」との

記事を思い出しました。この記事とは裏腹に、宇宙だ

けでなく、足元の森にも同様に視点を向けている、と感じました。 

同時に、次から次へ登場する多種多様なキャラクターたちもとても印象的でした。写真１は、腕が

4 本ある、サルに似たフードトラックの店主『ヒューゴー』。写真２は、物語前半は主人公に立ちは

だかり、後半は仲間となって闘う『ロッタ・ザ・ハット』、ナメクジをモチーフとしているのだとか

（何故か腕が 2本）。これら以外に

も、様々なキャラクターや生物が描

かれています。 

これらのことは、製作者の正確な

意図は分かりませんが、その意識の

根底に生物多様性のイメージがし

っかり根付いているのではないか、

などと勝手に思っています。 

 

２ 『私がビーバーになる時』    
主人公の若い女性が、祖母が大切にしていた

自然豊かな池を、強い信念（独り善がり？）と

行動力で開発から守ろうとする、奇想天外なフ

ァンタジーアニメ作品です。激しい対立や葛藤

など紆余曲折の末、開発一辺倒だった市長が理

解を示し、開発を中止して「自然保護区」に指

定します。同作品のテーマやメッセージについ

ては色々捉え方があるようですが、筆者は、最

後の保護区の看板が立った場面を観て、主人公

になり切ったような感慨、感動を覚えました。 

写真１ 写真２ 



３ 『えんとつの町のプペル 約束の時計台』 
あらすじ・・・「大切な親友プペルを失い、悲しみ

に暮れていた少年・ルビッチ。しかし、信じて待つこ

とを諦め、前に進みだそうとしていた彼はある日、時

を支配する異世界“千年砦”へと迷い込んでしまう。 

（中略）不思議な時計台があった。（中略）相棒モフ

と共に時計台の謎を追うルビッチはやがて、100年

間約束を信じて待ち続ける男・ガスと出会い、人に化

けた植物ナギの叶わぬ約束の物語を知る。（後略）」 

 ところで、「えんとつの町」とは、厚い煙に覆われ

た“えんとつの町”。そして、主人公ルビッチは、父

の教えを守り“星”を信じ続けていたのだそうです。

まるで昭和 30～40 年代頃の公害の町のようです

が、作者の深層心理と関係あるのでしょうか？ 

そして印象的だったのは、ゴミから生まれたゴミ

人間『プペル』（写真３）と、植物の精霊『ナギ』（写

真４）。『プペル』の由来は、1884 年頃フランスの

県知事だった「ウジューヌ・ルネ・プベル」の名から

で、パリの建物のすべての所有者にゴミ箱の設置を

義務づけたのだそうです。一方、

『ナギ』の由来は、裸子植物のマ

キ科ナギ属のナギからでしょう

か？？？前者は関連サイトから引

用ですが、後者は全く筆者の推理

（思い込み、こじつけ？）です。こ

の作品でも、他にも様々なキャラ

クターが登場します。 

関連サイトを色々読んでみますと、子供向けの良作とか、信じることや待つことの大切さとか、友

情とか絆などと書かれていますが、昭和 30年代生まれ、高度成長期や環境問題最盛期に育った筆者

にしてみると、やはりゴミ人間『プペル』や植物の精霊『ナギ』の存在が、とても大きく映ります。

作者は 1980年生まれのようですが・・・。 

 

４ 『クスノキの番人』 
ある日訪れた書店で、「クスノキ」とあったこと（単

純に植物への関心、関連付け）、そして東野圭吾とあ

ったので、買って読んでみました。そしてその後の映

画化でした。謎を追い求めるストーリーはそれはそれ

で感動しましたが、そもそものクスノキと日本人との

歴史的関わりがあってこその作品と思いました。 

一方、2010年に発表、発行された『千年樹』（荻

原浩作）は、樹齢推定千年とされるクスノキの、平安

時代の頃からの人との関わりを描いていて、とても興

味深く読みました。 

（記：茂原市 望月力智） 
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１ 

写真４ 


